
         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

特定非営利活動法人 

小保・榎津藩境のまち保存会 
 

大川市大字小保１７３番地 

TEL・FAX0944-87-0931 

Email:hanzakai@gmail.com 

ホームページ:hanzakaihozonkai.jindo.com 
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かかわわらら版版  

令
和
二
年
の
事
業
に
つ
い
て 

 

 

大川市 都市計画課 都市計画係 

TEL０９４４‐８５‐５６０３ 

 

ご相談・お問合わせ先 

NPO法人小保・榎津藩境のまち保存会 

TEL０９４４‐８７‐０９３１  

街なみ環境整備事業 

修理・新築をお考えの方は、お気軽に 
「NPO法人小保・榎津藩境のまち保存会」 
若しくは「大川市」にご相談ください。 

「
お
茶
会
」 

十
一
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
七
回
ま
ち
な
み
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
に
会
員
六
名
で
参
加
し
ま

し
た
。
午
前
中
に
行
わ
れ
た
町

並
み
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は

旧
唐
津
街
道
を
中
心
と
し 

た
、
箱
崎
宿
の
歴
史
・
文 

化
遺
産
を
巡
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
基
調
講
演
と 

分
科
会
で
は
、
各
地
か
ら 

の
報
告
や
、
大
会
ス
ロ
ー 

ガ
ン
「
町
並
み
や
町
屋
を 

未
来
に
つ
な
ぐ
」
に
つ
い 

て
、
大
変
貴
重
な
お
話
を 

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

本
年
は
、
令
和
の
時
代
と
し
て
最
初
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
も
、
気
持
ち
も
新
た
に
町
並
み
の
保
存
活
動
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。 

ま
た
、
今
年
は
藩
境
〔
小
保(

柳
河
藩)

、
榎
津(

久
留
米
藩)

〕
が
成
立
し

て
四
百
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
、
「
藩
境
ま
つ
り
」
を
皮
切
り

に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。 

さ
ら
に
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
た
「
街
な
み
環
境
整
備
事
業
」
に
よ
る 

伝
統
的
な
建
物
の
修
理
や
、
修
景
事
業
の
更
な
る
推
進
を
図
る
と
と
も
に 

登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
推
進
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

本
年
も
、
地
元
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い 

申
し
上
げ
ま
す
。 

                    

ま
ち
な
み
フ
ォ
ー
ラ
ム
福
岡 

㏌
唐
津
街
道
箱
崎
宿 

 

令和元年度 先進地視察研修 

熊本県球磨郡多良木町『旧白濱旅館』・人吉市 
旧吉原家住宅活動報告 

一
月
三
十
一
日
～
二
月
一
日
の
二
日
間
、
埼
玉
県
川
越
市 

で
行
わ
れ
た
大
会
に
会
員
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

蔵
造
り
の
町
並
み
で
知
ら
れ
る
川
越
は
平
成
十
一
年
に
重
要 

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
、
現
在
年
間
七
百 

七
十
万
人
の
人
が
訪
れ
る
関
東
有
数
の
観
光
地
で
す
。 

大
会
は
、
初
日
に
町
並
み
見
学
、
分
科
会
、
交
流
会
が
行
わ

れ
、
二
日
目
は
、
全
体
会
、
基
調
講
演
、
分
科
会
報
告
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
の
テ
ー
マ
は
『
歴
史
都
市
の
こ
れ

か
ら
』
で
法
制
度
の
問
題
、
町
並
み
保
存
の
方
法
、
観
光
地

と
し
て
の
課
題
、
伝
統
的
な
技
の
継
承
や
建
物
の
利
活
用
な

ど
に
つ
い
て
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

町
並
み
保
存
へ
の
思
い
を
よ
り
強
く
し
た
二
日
間
で
し
た
。 

 

次
回
は
、
茨
城
県
桜
川
市
真
壁
町
で
の
開
催
予
定
で
す
。 
 

                  

「
第
四
十
二
回
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
川
越
大
会
」 

12 月 1 日(日曜)熊本県球磨郡多良木町の旧白濱
旅館にて、一級建築士の久保田 貴紀さんをはじめ
とした、ヘリテージマネージャーの皆様より、伝
統的建造物の活用・運営などについて貴重なお話
を伺いました。今年度は「増加する空き家の活用」
に重点を置いて活動していますが、技術者の方に
も関わっていただく必要性を強く感じました。 

十
一
月
四
日
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
の
江
頭
良

介
さ
ん
の
ご
自
宅
に
て
「
江
頭
家
住
宅
見
学
会
及
び

講
演
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
保
存
会
会
員
を

は
じ
め
、
一
般
の
方
々
を
合
わ
せ
、
約
五
十
名
の
皆

様
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
有
形
文
化
財
の
プ
レ
ー

ト
除
幕
式
に
引
き
続
き
、
ご
来
賓
の
大
川
市
記
伊
教

育
長
よ
り
お
祝
い
の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
見
学

会
で
は
町
並
み
を
代
表
す
る
大
変
貴
重
な
江
頭
家

住
宅
の
価
値
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

三
月
一
日(
日)

十
時
～
十
四
時 

温
か
い
「
ぜ
ん
ざ
い
」
と
雛
あ
ら
れ
の
ご
接
待
。 

限
定
百
二
十
食
、
参
加
料
は
無
料
で
す
。 

 
 

○吉

お

ひ

な

ま

つ

り
ぜ

ん

ざ

い

会 

 

○原
小
さ
な
小
さ
な
美
術
館 
郷
土
作
家
の
ア
ー
ト
展 

街環事業導入地区「釜田醸造所」「立山商店」見学 

肥薩線大畑駅「囲炉裏キュイジーヌ LOOP」 

江
頭
家
住
宅
見
学
会
及
び
講
演
会 

十
月
二
十
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
、
一
時
か
ら
の
部
二
十
二

名
、
三
時
か
ら
の
部
二
十
名
の

計
四
十
二
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
大
川
市
文
化
協
会

茶
道
部
表
千
家
の
皆
様
よ
り
、

お
菓
子
の
い
た
だ
き
方
や
お

茶
の
い
た
だ
き
方
の
ご
指
導

が
あ
り
、
歴
史
あ
る
建
物
で
の

一
服
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

十
一
月
十
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
、
六
十
三
名
の
皆
様
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
文
化
講

座
の
第
一
回
目
は
有
明
工
業

高
等
専
門
学
校
の
松
岡
高
弘

教
授
を
お
迎
え
し
、
ま
ち
並
み

の
調
査
に
基
づ
く
住
宅
の
特

徴
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
改
め
て
小
保
・
榎

津
の
ま
ち
並
み
の
歴
史
的
価

値
に
つ
い
て
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 「
第
一
回
小
保
・
榎
津 

藩
境
の
ま
ち
歴
史
文
化
講
座
」 

十
一
月
二
十
日
（
水
）
、
二

十
一
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
、

二
十
名
の
皆
様
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
ア
ト
リ
エ
三
宅
」
の
生
徒
さ

ん
の
丁
寧
な
ご
指
導
の
も
と

幸
福
の
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ

ー
を
描
い
た
ウ
エ
ル
カ
ム
ボ

ー
ド
を
作
成
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
様
、
初
め
て
と
は

思
え
な
い
筆
さ
ば
き
で
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ボ
ー
ド
が
完
成
し

ま
し
た
。 

  「
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
」 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

「
水
引
き
で
作
る
正
月
飾
り
」 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 

 

十
二
月
七
日
（
土
）
に
開
催

さ
れ
、
三
十
名
の
皆
様
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。 

水
引
き
細
工
作
家
の
深
町

さ
ん
が
講
師
を
務
め
ら
れ
、
水

引
き
で
正
月
飾
り
を
制
作
し

ま
し
た
。
和
紙
で
作
る
祝
儀
袋

や
、
水
引
き
の
基
本
的
な
結
び

方
「
淡
路
結
び
」
も
教
え
て
い

た
だ
き
、
和
心
あ
ふ
れ
る
作
品

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

 

一
月
二
十
六
日(

日)

「
文
化

財
防
火
デ
ー
」
に
ち
な
ん
で

防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 地

域
住
民
の
方
や
地
元
消

防
団
の
方
、
四
十
一
名
が
参

加
さ
れ
、
有
意
義
な
訓
練
と

な
り
ま
し
た
。 

三
月
十
日(

火)

～
十
五
日(
日)

 

地
元
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
方
の 

作
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
入
館
無
料
で
す
。 

 

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
訓
練 

 

○家 

雛
人
形
・
さ
げ
も
ん
の
展
示 

 

多良木町 旧白濱旅館 

 

○原 

小
さ
な
小
さ
な
美
術
館 
郷
土
作
家
の
ア
ー
ト
展 

旧吉原家の行事予定 

 

二
月
十
一
日(

火)

～
三
月
三
十
一
日(
火) 

 



                                                                                              


